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概要　卵管液の 生化学的性状の 検討 は ，受精現象に 伴 う種 々 の 要因を検索す る うえ で きわ め て有用な手

段 と な りうる．日本 白色家兎に腹腔内 フ ラ ス コ を装着す る こ と に よ り ， 経 日的に卵管液を採取 し，estrus

お よ び pseudopregnancy の 時期 に お け る卵管液 量 ，電解質，　 steroid （P，　 E2），　 prostaglandin（PGF ，． ，

PGE2）の 推移 を比較検討 した ．卵管液量 は 術後 5 〜7 日目に 0．36± 0，08mlま で 低下，　 hCG 投 与 に よ り

1．38± O．40ml（day　O）と有意な増加が認め られ ， そ の後漸減 した 。卵管ta　Na／K お よ び Ca／Mg は ，
　hCG

投与 に よ り変化は認め られ な か つ た が，卵管液 K 値は 血清に比し 2．5倍を呈 して い た ，血清 P は，hCG
投与後有意 に 増加す る の に 対 し，卵管液中 の P 値は o．s〜G．7ng／ml 前後 で 変化を示 さ な か つ た ．卵管液

E2値は hCG 投与 に よ り有意な変動 を認め ず，血 清に 比 し観察期間を通 じ高値 で あ つ た．卵管液 PGF2a
は

，
hCG 投与 に よ り有意 な 増加 （day − 1 ： 0．52± O．15

，
　 day　O ：5．06± 1．30

，
　 day ＋ 1 ：7．74± 1．54ng〆

m1 ）を示 し た．　 PGE
，も hCG 投与 に よ り増加傾向を呈 した が ，　 PGF2a の 増加 に 比 し軽微 で あ っ た ．　 day

Oに おける PGF2 α ／PGE2は ， 卵管液3．66± O．72， 血清0．25±0．11で あ り， 血清 と卵管液 との PG 分泌動態
に 差異が認め られ た ．卵管の SEM 所見で は hCG 投与に よ り，

　 endosalpinx の secretory 　cell の 膨隆が

観察さ れ た．血 清と卵管液 との 生化学的差異お よ び secretory 　cel1 の 形態学的変化が認め られ た こ と よ

り，卵 の microenvironment に お け る secretory 　cell の 関与が示唆さ れた ．

Syn¢ psis　The 　 oviducal 　fluid　 and 　 serum 　 samples 　 from　 rabbits 　 were 　obtained 　 daily　 during　 estrus 　and

pseudopregnarlcy　and 　 were 　 analyzed 　for　electrolyt
’
es ，　steroid 　hormones 　and 　prostaglandins （PGs）．　 The

oviClucal 　fiuid　volume 　reached 　its　maximum （1．72±O．39ml／day）48　hours　after　hCG　exposure 　and 　then
declined　gradually．　 Although　the　ratios 　of　Na ’IK＋and 　Ca＋

ツ Mg ＋ ＋ in　the　oviducal 　fluid　did　not 　change

substantially 　throughout　the　observation 　period，
　the　levels　of 　K ＋ in　the　oviducal 　fluid　were 　consistently 　2．5

times　greater　than　those　in　the　serum ．　 The 　 concentrations 　 Qf 　progesterone　in　the　 oyiducal 　fluid　were

significantly 　 smaller 　than　those 　found　 in　the　 serum ．　 The 　levels　 of 　 estradiol 　in　the　 oviducal 　 fluid　 were

consistently 　elevated 　above 　the　serum 　levels．　The　concentrations 　of　PGF2 α in　the　oviducal 　fluid　increased
rapidly 　following　ovulation 　and 　reached 　levels　that　were 　10〜14　times　greater　than　those　found　in　the　estrus ，
whereas 　PGF2α levels　in　the　serum 　did　not 　change 　significantly 　during　the　observation 　period．　 A　significant

difference　between　PGF2 α ／PGE2　in　the　oviducal 　fiuids（3．66± 0．72＞and 　serum （0．25± 0．11）was 　observeCl 　at

24hours　after 　hCG ．　 A 　surface 　morphologic 　study 　revealed 　a　decrease　in　the　number 　of 　ciliated　cells，
　and

an 　increase　and 　expans 三〇n　 of 　secretory 　cells　after 　hCG 　administration ，　 The 　qualitative　and 　qualitative
differences　between 　the　 oviducal 　fluid　 and 　 serum 　 suggest 　the　involvement 　 of 　secretory 　 cells 　 in　 the　 mi ・

croenvironment 　for　fertilization　and 　preimplantation　embryonic 　development．
Key 　words ；　Rabbit ・Ovidllctal　fiuid・Prostaglandin・Secretory　cell ・Pseudopregnancy

　　　　　　　　　 緒　　言

　卵管 は 卵巣か ら排 出され た卵子 を捕捉 し て 卵管

膨大部 に 保留 し，一方で は 精子輸送に 関与 ， 受精

現象の 場を提供す る と と もに
， 胚 を子宮腔 へ 移送

す る 役割を担 つ て い る きわ め て 重要 な臓 器 で あ

る D．生 殖細胞 に とっ て 最適な 内分泌学的環境 を
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提供す る卵管液 の 生化学的性 状は
， 生殖細胞 の 発

育に大 い に寄与 して い る と考 えられて い る
17）「g］．

し か し なが ら卵管腔 内は 卵管上皮分泌細胞か らの

分泌液や 血管 か らの 浸出液 ， 腹水 さ らに は 排卵後

に お い て は卵胞液な ども加わ つ た 複雑な構成 の 卵

管液に よ つ て 充た されて い る こ とが 予想 され る．

こ の よ うな卵管環境 の 究明は
， 受精現象に お よぼ

す諸要因 の検討や体外受精法に お け る妊娠率の 改

善に もつ な が る重要 な研 究 テ ー
マ に な りつ つ あ

る．

　今回
， periovulatory　phase に お ける胚を取 り ま

く微小環境，と く に卵管液中の 各種 steroid ，　pros −

taglandin， 無機質な どの 動態に つ い て 検討を加え

た ，ま た 排卵過程 に お け る卵管 の 形態学的変化 ，

と く に endosalpinx の 構築状態を 走査電 顕お よ

び透過型電顕 に て 観察した ．

　　　　　　材料な らび に実験方法

　 1．動物

　3〜3．5kg の 雌性成 熟家兎 （日本 白色種）30羽が

今回 の 実験に 使用 され た．家兎は
， 14時間照 明 ，

10時間暗黒 の 空調室内 （23± 1 ℃ ）に て 固形飼料

CR −3 （日本 ク レ ア）の 自由給与お よび滅菌水 の 自

由給水 に よ り 3 週間以上 個甥飼育 した 後 ， 実験に

供 した ．耳静脈 よ りpentobarbital　sodiuln （ネ ン

ブ タ
ー

ル ：ABBOTT ）32mg／kg に て麻酔 し，以

後体動を 認め た場合適宜追加静注 した ．

　 2．手術方法

　下腹部に 約5cm の 縦切 開を 加 え ， 子宮お よ び 両

側卵管に 異常 な ぎこ とを確認後，Iritani　et　a1 ．の

腹腔内 フ ラ ス コ
s｝
を改良 した E −Y7 ラ ス コ を装着

した．卵管采 よ り シ リ コ ン チ ューブを約1cm 卵管

内 に 挿入 し
， 同部で 結紮固定し た ，シ リ コ ン チ ュ

ー

ブ の 他側は フ ラ ス コ の 流入 口 に接続 し， フ ラ ス コ

の 卵管液貯留部 を左腹壁外に
， また フ ラ ス コ の 卵

管液採取部分を右腹壁外に 固定 し，閉腹 し た ．測

定に 使用 した卵管液は，貯留液が無色透 明 とな り

顕微鏡下観察に て 上皮細胞の 剥離や 白血球の 消失

を確認 した後 ， 液量お よ び そ の ホ ル モ ソ 濃度が一

定量 と な つ た 段 階を基礎値 と した．そ の 後 hCG

100iu静注 に よ り排卵誘発を施 行 し，　 hCG 投与後

24時間を day　Oとし て 扱つ た ．貯留 した卵管液 は
，

24時間ご とに 採取 し，同時に 耳動脈 よ り採血 した ．

　 3． ス テ ロ イ ドホ ル モ ン 測定方法

　分離 され た 血 清 お よ び卵管液 は
，

− 20℃ に て 凍

結保存 し，そ れ ぞ れ の 検体 中に 放 出 さ れ た pro−

gesterone （P），
　 estradio1 （E2）の 濃度 を radio −

immunoassay （RIA ）に て測定した．　 P は 3H
を ト

レ ーサ ー と し
，
P・3・oxo −carboxymethyloxime ．

BSA 抗体 （帝国臓器製薬祉製）を用 い た RIA 法 に

て ，また E2は 1251 −RIA −kit（第一
ラ ジ オ ア イ ソ トー

プ社製）を用 い た 迅速簡便法 に て 測定 した ．

　 4．PGs の 抽 出な ら び に測定 と方法

　 PGF2 α，　PGE ，は solvent 抽 出法を用 い 同時抽 出

と した ．まず酢酸 エ チ ル ・メ タ ノ
ー

ル 混合溶媒 に

よ り除蛋 白 し
， 石 油 工 一

テ ル に て 脱脂 した ．乾固

後，蒸留水 を添加 し塩 酸酸性下，酢酸 エ チ ル に て

抽出 した．さ ら に PGE2 は炭酸 ナ ト リ ウ ム お よ び

リ ン 酸 カ リウ ム を 用 い て bicyclic　PGE2 （11・

deoxy −13
，
14−dihydro−keto・11

， 16・cyclo ・PGE2 ）

に 変換 させ て 測定に 供 した
7）。抽 出 し た PGF2 α ，

PGE2 の 測 定に は
，
　 Amersham 社 製 ［

3H
］・assay

kit を 用 い た ．回 収 率 は PGF2 α 79．4± O．91％

（mean ± SE），　 PGE284 ．4± 2，41％で あつ た ，

　5．形 態学的検索

　卵管 采 お よ び膨 大 部 の 走査 電子 顕 微鏡 scan −

ning 　electoron 　microscope （SEM ）の 試料作成 に

際 し て は 蛯原 ら の 方法 1）
に 準 じた ．透 過型電子顕

微鏡 transmission　electron 　microscope （TEM ）

に お け る形態学的検索に 際 し
， 切 除卵管膨大部を

2．5％glutaraldehyde， 2％ paraformaldehyde を

含んだ PBS （pH 　7．4）に て 前固定後， 1％OsO4

で 二 重 固定を施行 した ．つ い で エ チ ル ア ル コ
ー

ル

上昇系列に て 脱水処理 を施 し
，
Epon812 に 包埋 し

，

超薄切片を作成 した．そ の 後酢酸ウ ラ ニ ル お よ び

佐藤氏 液に よ る二 重染色を行 い
， 日立 12A 型電子

顕微鏡 （加速電圧 75KV ）で 観察 し た ．

　6．統計学的処 理

　卵管液お よ び血液 中 の 各種 ス テ ロ イ ドホ ル モ

ソ
，
PGs ，無機質 ， 電解質 ， 浸透圧 お よ び 蛋 白濃度

は mean ± SE で 表 示 し た ．統 計 学 的 処 理 は

Student’s　t　test で 行 い ，　 p＜ 0．05を有意差あ りと

判定 した ．
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図 I　 hCG 投与 日 を day　Oと し た 家兎 卵 管 液 量 の 推移

表 1　家兎卵管液の 生 化学的性状

oviducal 且uid

estrUSpseudQ
−

pregnantserum

Sodi  　　 　　（mEq ／1） 134．8± 1，3133 、5±O，9136 ．嘆± L6

PQtassi  　 　 　（mEq ／D9 ，42±O、319 ，4旦±0，285 ．02± ．18
Chloride　 　 　 （mEq ／1） 114．0±1，5113 ．8± 0．5109 ．8± L25

Calcium　 　 　 （mg ／dD7 ．20±0，829 ，12± 0．4313 ．5±1．5
Magnesi   　 　 　（mg ／dD0 ．26±O，040 ．20± 0，052 ，93± 0．52
IP　 　　 　　 　 （mg 〆dl） 0，52± ．080 ．53± 0． 92 ，54± 0．4噎
Osmotic 　Pressure
　　　　　　（mOsm ／kgH ，0）

290．3±2，4294 ．7± 1，3289 ，4± 2，5

T 。tal　Protein　 　 （9／dl） G，71±0、150 ．83± 0．136 ．58± 0．20

　　　　　　　　　実験結果

　卵管液量は 図 1 に 示す ご とく性周期に よ り著明

な変化を示 した ． フ ラ ス コ 装着後の 卵管液量 は
，

0．83± O．20ml／day で あつ た が， 5 〜 7 日後に 0．6

ml ／day前後の 基礎 レ ベ ル に 低下 し た ．　 hCG 投与

後 24時 間 の 卵 管 液 量 は 1．08± 0．21m1 ／day と

estrus の 基礎値の 約 2倍 （p く 0．05）の 増加 を呈 し

た ．投与後 24時間か ら48時間 まで の 液量 も，0．82±

020ml ／day と estrus の 分泌量 よ り高 値を 示 して

い た。し か しそ の 後卵管分泌液量 は 漸減 し
， 排卵

後 5 日 目に は排卵前の レ ベ ル ま で 低下 した ．卵管

分泌液 pH は 7．4〜8．0の 範囲 に あ り，
　 estrus お よ

び pseudopregnancy の 時期 を通 じて 変化 は 認め

られ な か つ た ，

　卵管分泌液中の 無機質 の 濃度に 関 し て は
， 血清

中濃度 と比較 し て み る と ， Na お よ び C1は ほ ぼ同

等で あ り， Mg ， 無機 リ ソ は 低値を示 し た が ， 排卵

後 もそ れ ら の 値 に 変動は 認め られ な か つ た （表

1 ）．卵管液 の 特徴的所見は ，K 値が血清値の 約 2

倍を呈 し て お り，K 高値傾向は 排卵後 も観察 され

た ．卵 管 液 の 浸 透 圧 は
， estrus お よ び pseudo−

pregnancy の 時期 を通 じ280〜290mOsm ／kgH20

で あ り，排卵過程 で 変動 が認め られな か つ た ．蛋

白濃度は
， 排卵前 0，71± 0．15g／dl， 排卵後0．83±

O．13と ，
血 清の 約 1／8〜1／10程度で あ り，血清 レ ベ

ル と比較 し きわ め て 低値 を示 し て い た ．

　卵管液中の Na ／K 比 は ，
　K 高値傾向に よ り血 清

中 の 26．9± 0．9に 比 し有意 に 低値 を示 し て い た（表

2）．卵管液中の Ca／Mg 比 は ，血 清中に 比較 し有

意な高値 を昊 し て お り，
estrus の 時期 に 比 し hCG

表 2　家兎卵管液 の Na ／K 比 お よ び Ca ／Mg 比

oviduca 田 uid

estruspost 　ovulationserum

Na／KCa

／Mg14

．4± 0．5
19、7± 2 ．31

嘆．0±0．6
25 ．4±3．226

、9± 0．9
4．96± 0．48

投与後わ ずか に 増加 し た ． しか しなが ら卵管液中

の Na ／K 比 ，　Ca／Mg 比 は，ともに estrus ，
　pseudo −

pregnancy の 時期 を 通 じ て 有意 な変 化 が 認 め ら

れ なか つ た ．

　 家兎血 液中の PGs 濃度 も図 2 に み られ る ご と

く周期性変化を示 し た ． フ ラ ス コ 挿入 当 日 に は
，

挿入 に よ る機械的刺激 や 組織破壊に よ り ， 軽微な

PGs 産生の 亢 進 が認め られ る もの の
， 挿 入 後 5

〜 7 日で基礎値 ま で 低下 した ．hCG 投与 に よ り24

時間以内に 卵管液中の PGF
，α ，

　 PGE2 は 著明な増

加を示 した．hCG 投与 24時間 の PGF2 α は 5，06±

1．30ng／ml とestrus の 時期 の 基礎値 の 約 10倍 の 分

泌量を皇 し ， 48時間後に は 7．74± 1．54ng／ml の 頂

値に 達 し た ．そ の 後 ，
PGF2 α は 緩徐な低下を示 し，

hCG 投与 2週間後に estrus の 基礎値 に 復 した ．

PGE ，分泌 も hCG 投与 に よ り著明 な増 加 を示 し

た が
，
PGE2 の 分泌 の 増加 は 基礎値 の 約 4 〜 5 倍

で あ り，PGF2 α の 増加に 比 し軽微 で あつ た ．

　estrus の 時期お よ び hCG 投与 当 日 の PG 分泌様

式を血 清 と比較検討 した （表 3）．血 清中の PGF2 α

濃度は
， estrus の 時期か ら PGE ，に 比較 し低値 を

呈 し て お り，
hCG 投与に よ つ て も顕著 な増加が 認

め られ な か つ た ，
一方血 清中の PGE2 濃度は

，
　hCG
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図 3　 hCG 投 与 日を day　Oと した家 兎卵管液お よび血

　清中 の P，E，濃度の 推移

表 3　 家兎卵管液お よ び 血 清中の PG 濃度 の 比較

oviducal 伽 id serum

estrusday 　Oestrusday 　O

PGF 、α （ng ／mD

PGE 、（ng ／m1 〕

PGF ，α〆PGE 、

1、09± 0．20
0、窪4± 0．18
2．嘆8± 0，62

5．06± 1．30
L38 ±O，60
3．65±O，72

0，92± G．21
1．76± 0．42
0，52± O．1畦

1．02± 0．24
4．09：ヒ0，58
0．25± O．11

投与 に よ り有意 な増 加を示 し ， そ の 増加 傾 向は

hCG 投与後 10− 14日間認 め られ た．卵 管液 中 の

PGF2 α 濃度 は estrus の 時期 か ら，　 PGE2 よ り高値

を示 し ， そ の PGF2a 優位傾 向は 排卵後 も観察さ

れた ．hCG 投与 当 日 の 卵管液 中 の PGF2 α ／PGE2

比 は 3．66士 0、72で あ り，血 清 に 比 し 有 意 （p＜

0．001） の 高値を示 して い た．

　血 清 お よ び 卵 管 液 中 の progesterone （P ），

estradiol （E ，）の推移を 図 3に 示す．卵管液 中の

P 値 は
， 観察期間を通 じ常に 血清 レ ベ ル と比 較し

て 低値 を示 し て い た ．血清 P 値 は
， 偽妊娠が続 く

に つ れ有意に 増加す る の に 対 し，卵管液中 の P 値

は
，
0．5〜0．7ng／ml 前後で 著明な変化 を示 さなか

つ た ．血 清 E2値 は P と異 な り，hCG 投与 に よ つ て

も著明 な変化 が認め られ なか つ た ．卵管液中の E2

値 は ，hCG 投与 に よ り微増 したが
，
　 estrus お よ び

pseudopregnancy を 通 じ て 有意 な変化 が 認 め ら

れ なか つ た ．しか しなが ら卵管液中の E ，濃度は ，

血 清に比 し観察期間中高値 を示 し て い た．

　 SEM 所 見で は，　 estrus の 時期 の 卵 管上皮細胞

は
， 卵管采部 ， 膨大部 とも に 豊 富な ciliated 　cell が

観察され た （図 4a）．そ の cilia の 形 態は 直線的で

あ り田 中 ら の 分類
2）に よ る Ia型 お よ び lc型 が 混

在 して い た ，卵管膨大部に お ける secretory 　cell

の 占有率は 低 く， 表面の 膨隆 も認め られなか つ た ．

hCG 投 与後 24時 間 の 卵管采 部 に お け る ciliated

ce ｝1は，　Ia型 に 相当す る もの が estrus よ り多 く ，

ciliaは 一定方 向へ の 傾斜傾 向が 認 め られ た （図

4b）．卵管膨大部に お け る secretory 　cel1 は表面が

軽度膨隆し て お り，その 表面に は microvilli が 多

数 認 め られ た ．hCG 投 与 5 日後の 卵管采 部 の

ciliated 　cel1 は 減少 し
，
　 Ic 型が大部分を 占め て い

た．また そ の secretory 　cell は 著 し く膨 隆し
， そ の

microvilli は 排 卵期 に 比 し短 小で あっ た （図 4c）．

　卵管膨大部お よ び采部 の TEM 所見を 図 5 に 示

した．estrus 時期 の ciliated 　cell は ，多数 の 管状

の ミ ト コ ン ド リア ， リ ボ ゾーム を有 して い た ．ま
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a

b

c

鐸」

i

　 　　 　 　 　 　 図 4　 SEM 所見

a 左膨大部 estrus （× 3，000），右采部 estrus （× 3，000）
b　左膨大部 day　O （× 3，000），右采部 day　O （x3 ，000）
c　左膨大部 day　5 （× 3，000），右采部 day　5 （x3 ，0eO）

a

　　　　　　　　　　 b

　　 　 　 　 　　 図 5　 TEM 所見

a　左膨 大 部day　O （x5 ，000），右膨大部day　5 （× 3，300）
b　左 采 部 day   （x5 ，

700），右采部 day　5 （× 3，3eO）

た そ の 細胞表面 に は 多数 の cilia が 認 め られ た ．

secretory 　cell に は
， 粗面小胞体 ，

リ ボ ゾーム が散

見 され た．hCG 投与 5 日後 の secretory 　cell は ，

細胞表面 の 膨隆が著明で あ り，豊富 な リ ボ ゾ ーム
，

ゴ ル ジ 装置 の 発 達が 特徴的 で あ つ た ．し か し

estrus お よび pseudopregnancy の 時期 を通 じて ，

secretory 　cell の 分泌顆 粒に 変化 は 認め られな か

つ た ．

　　　　　　　　　考　　察

　卵管 の 生理機能は ，大別す る と生殖細胞 の 輸送

路 と し て の 運動機能 と，生殖細胞 に卵管内の 微小

環境を提供す る生化学的な環境形成機能 と い う二

つ の 重要 な役割を演 じて い る ．複雑な機能を有す

る卵管 の 生殖 に お ける 役割を解 明す る に は形態学

的，生化学的観点か らの 総合的検討が重要 で ある．

こ の よ うな微細 な環境の 解析は，よ り安全 な体外

受精法 の 確立 ，卵管性不妊 に お ける microsurgery

が もた らす再建手術 の妊娠率向上 に大 きな 役割を

果たす可能性 を有して い る．

　卵管液は
，

血 液か らの 選択的浸出と ， 卵管上 皮

か らの 能動的分泌 の 混在 した もの と考 え られ て い

る が， こ れ に子宮液，腹水 ， 排卵後に お い て は卵

胞液 も加 わ り， 複雑 な構成 とな り うる．予備実験

に お い て 子宮卵管角 の 結紮 の 有 無に 関わ らず，採

取卵管液量 に差異が認め られ なか つ た こ とは，卵

管液構成成分に お け る子 宮液 の 関与 は否定的で あ

る こ と を示 し て い る． ブ タ卵管液の 検討に お い て

も，卵管峡部 を切断 し，卵管 と子宮の 交通を途 絶

した場合 と ， intactとの 間 に 卵管液量 に 有意差が

認め られ な い と の 報告 もみ られ る
16｝．ま た 本実験

に お い て は卵管液採取 に 際し て ， 卵管采部分が結

紮 され て い る た め ，腹水，卵胞液の 混入を考慮す
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る必要は な く，採取 された 卵管液 の 生化学的性状

は
， 卵管 の特徴的所見を示す と考 え られる．

　最近 の 報告で は
，

ヒ ト卵管液が体外受精に 最も

適 した培養液 であ り， 妊娠率 も良好で ある と考え

られて い る
12 ）14）．家兎 の 卵管液 の 無機質 の 検討 に

お い て
，

9〜10mEq ／1の 高 K 状態が特徴的所見で

あつ た．マ ウス 卵の 受精後発育は，高 K 濃度 の培

養液で有意に高率の 胚 胞形成率を示 した と の報告

もみ られ る
15）．こ の よ うvc　K 濃度あ る い は Na ／K

比 は，受精お よ び卵管内で の 受精後発育に きわ め

て 重要 な因子で あ り， 種 差を 問わ ず ， 高 K 状態 は

卵管液 の 特 徴的所 見 と考 え られ る．卵管 液中 の

Mg 濃度 が血 清 中 の 1／10程度 で あ る こ と か ら ，

Ca／M 墓 比 は卵管液 と血清 と の 間 に 有意差 が存在

した．Ca 濃度お よび Ca／Mg 比の 差異は マ ウ ス 受

精後の 発育 に な ん ら影 響を 与 え て い な い と の 報

告
12）が認め られ る も の の

， 排卵前後 の Ca／Mg 比

を 含め た Ca 濃度の 変化が受精お よ び受精後の 発

育に及ぼす影響に つ い ては 今後詳細 な検討が必要

で あろ う．

　卵管液中 ス テ P イ ドホ ル モ ン 濃度は，経 日的変

化 が乏 し い なが ら ， 卵 の 成熟 ， 受精 ， 受精後 の 発

育に 重要 な因子 と考 え られ て い る
2 °）21 ）．血 中お よ

び 卵管液中の E2濃度 は
，
　 hCG 投与後 も顕著な 変

動 を 示 さ な か つ た．卵 巣 ス テ ロ イ ド と く に

estrogen は
， 受精 ， 初期胚 発生過程 に要求 され る

卵細胞質 の 成熟 に きわ め て 重要 な役割を果た し て

い る こ とが示唆され て い 620｝20 ．今回 の 研究に お

い て 観察 され た 持続的な卵管液中の E2濃度の 高

値 は
， 排卵卵子 の 卵管内で の 最終的成熟 ， 受精現

象 に好環境を提供 し て い る の か もしれな い
13 ）．

　血清 P 値 は，hCG 投与後 ほ ぼ直線的増加 を示

したが
， 卵管液 P 値 は観 察期 間を通 じ1ng／ml 以

下 で あ つ た ．近 年 ，
3β・hydroxysteroid　 dehy・

drogenase（3β一HSD ）阻害剤投与に よる初期胚 の

発育障害は 同時投与され た progesterone に よ っ

て 回復 された と の 報告が 見 られ る
ls），また Dick−

eman 　et　aL6 ）は ，　 blastocystに 3β一HSD 活性が存

在す る こ とを組織学的に 証明 し て い る．今回 の 実

験 に お い て ，卵管液 中の progesterone 濃度は ，排

卵過程 に お い て 変動が認め られ なか つ た ．し か し

なが ら卵管液か ら分泌 され る外因性の ス テ P イ ド

で は な く， 初期胚 自体 の 持つ progesterone 生 合成

能が autocrine に 作用 し
， 初期胚 の 発育に 関与 し

て い る可能性 も否定で ぎな い ．

　卵管の 筋収縮活動は ， 主 に 交感神経の 支配下で

コ ン ト P 一ル され る と と も に
， 性 ス テ ロ イ ドや

PGs な ど の 影響を受けて い る
3）4 ）le ）．ヒ ト卵管に お

い て は，PGE2 は縦走筋に よ る蠕動収縮 を刺 激 し

輪状筋を弛緩 させ る こ とに よ り，卵管峡部の 機能

的狭窄を抑制 し子宮へ の 卵輸送 を促進す る
11｝．

一

方 PGF2 α は，縦走筋 の 収縮を抑制 ， 輪状筋を刺激

し ， 蠕動を抑え て ， 卵管 を狭窄 さ せ る こ と に よ り，

卵を停滞 さ せ る よ う に 作用 す る と考 え られ て い

る
5）9）． こ の よ うな卵管 の 筋層に 及 ぼす PGF2 α お

よ び PGE2 の 反応性の 相違 が，正 常な受精現象に

は必須 の条件 とな りうる．家兎の 卵管 に お い て も，

と くに hCG 投与後 2 日間 PGF2a
，
　PGE2 は ともに

著明に 上 昇 し た ．し か も卵管液 に お い て は PGF2 α

の 増加 が 有意 に 高 く，
PGF2

α ／PGE2 比 は 3．66±

0．72を示 し て い た ，排 卵後 に み られ る PGF2 α 分

泌優位傾向は ，受精お よ び受精後発育の た め の 卵

の 停留に寄与し て い る もの と推察され る．ま た 血

清 ， 卵管液 に み られ る PGs 濃度お よび PGF2 α ／

PGE2比 の 明 らか な差異 は ，卵 管液 成分が 血 液 か

ら の 選択的浸出の み な らず ， 卵管上 皮か らの 能動

的分泌 に よ る も の で ある こ とを 示唆 して い る． こ

の よ うに 卵管 は ，卵管上皮 に お け る特有な分泌 機

能に よ り，受精お よび初期胚発生の環境を直接構

成 す る と い う重要な役割を演 じて い る もの と考 え

られ る．

　卵管の endosalpinx の SEM ，　TEM 所見で は
，

hCG 投与前後に お い て 明 らか な形 態学的差異 が

認め られた ．排卵直後の 卵管采部 に 認 め られた
一

定 の 方 向性 を もつ cilia の 変化 は，排 卵 卵 子 の

pickup に 関与 して い る も の と考 えられた ．また 膨

大部に み られた secretory 　cellの 膨隆や ゴ ル ジ装

置 の 発達 の 所見は
， 著明な分泌機能を示 し て い る

も の と推 察 され た．hCG 投 与後 に み られ た en ・

dosalpinxの 明 らか な形態学的変化 も， 卵管上 皮

か らの 能動的分泌 を示 唆す る所見 と考 え られ た ．

　以上 の 結果 よ り卵管液 は そ の 生化学的性状 も特
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異 的で あ り，卵管腔内で の 受精 現象 の microen ・

vironment 形成 ， 精子 の capacitation ， 受精卵 の 発

育お よ び分割 に 必須 な もの と考 え られ る，ま た

PGF2 α は，卵管 の 蠕動運 動 を介 し，排卵卵子 の

pickup や 卵の 輸送に 関与す る もの と思わ れ る．さ

ら に 卵 管 上 皮 の SEM ，
　 TEM 所 見 に て ，　 per−

iovulatory　phase に お い て ，
　secretory 　cell の 形態

学 的変化が認め られ た こ とよ り，
　secretory 　cell が

卵 管液分泌 に 重要な 役割を果た し て い る こ とを確

認し た ．
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